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当社連結子会社における新規がん遺伝子パネル検査の開発着手のお知らせ 

 

当社連結子会社である株式会社 Cancer Precision Medicine（以下「CPM 社」）は、保険診療下で

実施可能な、リキッドバイオプシーによりがん遺伝子を検査する新しいパネル及び検査手法（以

下「新規がん遺伝子パネル検査」、※１）の開発に着手することといたしましたので、以下のと

おりお知らせいたします。 

 

 リキッドバイオプシーは、血液などの体液を用いて疾患の診断や治療法の選択、治療効果の予

測などを行う技術です。がん細胞から血液中に流れ出した微量な遺伝子変異を見つけられるこ

とから、がんの早期発見や適切な治療薬の選択、再発のモニタリングに有用であると考えられて

います。従来の組織生検に比べて身体への負担が少なく繰り返し検査を行うことができ、全身の

状態をリアルタイムに調べられることが特長です。 

 

この度開発する新規がん遺伝子パネル検査は、さまざまな固形がんに共通するがん遺伝子変

異を対象にしており、既存の治療薬の標的となる遺伝子変異を包括的かつ安価に解析すること

を目指しております。また、がんと関連しない変異であるクローン性造血（※２）を対象に含め

ることにより、リキッドバイオプシーにおける偽陽性の評価や、クローン性造血のモニタリング

に利用することも目的としています。さらに、保険適用を目指し、医療機器製造販売を行う企業

との提携について検討を進めて参ります。 

 

本新規がん遺伝子パネル検査を開発することによって、繰り返しの検査に利用しやすく、保険

診療下でも実施可能なリキッドバイオプシーの普及を目指すとともに、がんの早期発見や適切

なタイミングでの治療薬の選択、感度の高い再発モニタリングの実現に貢献できるものと考え

ております。 

 

なお、本件による当社業績への影響は判明次第お知らせいたします。 
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※１ がん遺伝子パネル検査とは、がんに関連する数十から数百種類の遺伝子を対象として、

遺伝子変異を次世代シーケンサーを使って一度に調べる検査で、この検査に用いる

試薬をパネルといいます。 

 

※２ クローン性造血は、造血幹細胞が増殖する過程で遺伝子変異を伴う現象で、一般的に加齢

に伴い増加するため、がんの遺伝子変異を検出する目的で行うリキッドバイオプシーに

おいては偽陽性として検出されることが課題となっています。また、放射線や化学療法へ

の曝露など他の要因でも増加し、血液がんや心血管病など、さまざまな疾病の発症リスク

を高めることが報告されています。 

 

以上 


